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LP面(t) - -iLPL(t)LAW(t)- iLPL(t)iO(t)-1ILPW(t)

- iLZ)L(I)0(t)ダ (t,0)QW(0)

t

ダ(t,I) - exp-ト iQi L(S)ds〕.

(8)

等の表式を得る. i)の場合との相違はL(I)が時間に依っている為に, ordered

exponentialが幾っか登場することである.

この様にして通常の減衰理論のわく内で,所謂 Non-Marko汀 の方塩式 convolutionless

の式の間の関係を明らかにし,更に stockasticmodelsに対する拡張が出来たわけであ

る｡

iil)応用例はいくつか考えられるがボソンの振動子とスピン系を扱ったO我々はこの

ような系に対して一般化された位相空間の方法を用いて,C一数空間の記述に移行する｡

斯くして量子体系は古典統計と類似の理論のわく組の中におさまるのである. ボース

振動子である極限をとれば Kuboの StOChasticLiouvmeeq･の結果を導く事が出来,我

々の結果はtime-scaleの大小に関わりなくoverallな適用性を有している事が確認出来る｡

QuantalMaster Equationvalidfor

Any Time-scale

お茶の水大･理 橋爪夏樹 ･柴田文明 ･新宮真弓

i)前の講演の結果を,見ている系(S)も,その系に接触している熱浴 (B) も共に

量子系であるという場合に適用してみよう. Liouville演算子は

L-Ls+ LB+IJSB .

射影演算子LJZ)を
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LPX - pBTrBX ,

と定義すれば,見ている系の密度行列は,

p(t)--i(Ls+<LsB>B)p(t)-V(t)p(t),

V(t)- <iLIO(tト 11>B .

という式にしたがう｡

以下にLsBでの摂動展開が便利な表式を与えておこうo

その結果は,

V(t) - -i<LsB
QIs(t)Rトート li
1+Qis(t)IH -t)Ill>B ,

t

S(t)- exp→ トi′dTQU｡(T)LsBU｡(一丁)Q〕0

等の表式で与えられる｡

ii) stochasticmodelのガウス過程に対応する近似は0(L昌B) とすればよく,ボー

ス振動子に上の結果を適用 し,ある簡単化の極限をとる｡更に C-数空間の記述に移行

して高温の極限をとれば分布関数は

∂2

F(甲,t)-与◎o(t)諒 F'p,t),
という時間に依存する "拡散係数''を持った拡散方程式に従う｡これはKuboの表式に対

応するものである｡

iil)非線型スピン緩和

これも以下に結果のみを与えると,

∂
181+iL･γHo〔1+a(t)+k(t)Ho･脚 〕-iL･D(t)lil

+ 棉 )iL･(㌦ ×H｡)1押 (孤,t)- 0,
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という分布関数に対する表式を得るOここにflは q一数からC一数に移行する際の

mappingの種類を示 している｡具体的には

･(")- sm-与皿×L (Nor-almapping),

JA)- (S･1)n･inxL (Antinor-al-apping),
で与えられるもの~である｡

iV)以上の結果は次の様にまとめられよう｡

A)非平衡系を扱う際の大きなわく組としては減衰理論に依る｡殊にその

convolutionlessな表式を用いることにより総ての時間領域をカバー出来る｡

B)非線型性及び量子効果は一般化位相空間の方法によるOこの手法は ii),iii)の

例で見られるように非常に有力である｡

斯如く我々はA),B)二つの理論形式を併用することによって非平衡系に対する非線

型 ･量子効果を論ずる枠組を示したのであるO

以上はSchrbdinger表示の立場であるが,最近 Heisenbergpictureからのわ く組も出

来上ったものであるが別の機会に譲る｡

非平衡状態に於けるランジュバン型方程式

山口大学教育学部 古 川 浩

静的及び動的な側面から物理量のゆらぎを記述出来るランジバン方程式は統計力学に

於いて動要な位置をしめる｡最近のKubo達の仕事1,2)は線型のFokker･Planck方塩式の

非定常状態-の拡張の可能性を示している｡ここではLangevin型方程式の一般的な拡張

を示そう｡

物理量のSetを columnvectorAによって表わす｡ △A(t)を時刻 tに於けるA の

ゆらぎとするo△A(t)の時間微分は形式的に二つの部分に分けることが出来るo
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